
【平成２７年度の取組予定】

山村地域の｢まち・ひと・しごとづくり｣に貢献するために、林業の成長産業化
が求められています。
森林の整備・保全等を通じた森林の多面的機能の維持・向上が必要です。

背景

国有林の組織･技術力･資源を活かして市町村を支援し、
地域の特色ある森林資源を活かした地方創生に協力します。

「森林・林業コンシェルジュ」を市町村の要請に基づき派遣し、林業の成長産業化、
地域の産業、雇用の創出に関する悩みに幅広くお答えする制度を開始します。

地方創生に向けた市町村支援

・効率的かつ安定的な林業経営の育成
・低コストで効率的な作業システムの整備
・共同施業団地の設定
・人材の育成・確保

林業の成長産業化

• 多様な森林への誘導と森林における生物多様性の保全
• 保安林の適切な指定・管理の推進
• 野生鳥獣の生息動向に応じた効果的な森林被害対策の推進

森林の有する多面的機能の発揮

新たな高性能林業機械の開発

地域における合意形成

● 森林・林業コンシェルジュによる地方創生支援

研修等への市町村職員の受け入れ

森林管理局が行う研
修や森林管理署等が行
うOJTへ、市町村の林務
担当職員等にご参加い
ただくことで、市町村
職員の技術力向上に協
力します。

研修の様子
市町村森林整備計画の策定等支援

地域の森林･林業
のマスタープランで
ある市町村森林整備
計画の策定や、実行
段階での技術的支援
を行います。

市町村担当者との意見交換
（秋田署）局主催の研修の様子

製材工場等

バイオマス発電

木くず焚きボイラー、
ペレットストーブなどの導入

林業事業体の育成

地域における合意形成

民有林

国有林

民有林
国有林

民有林・国有林の

共同施業団地

・木質バイオマスの利用
・里山林など山村固有の未利用資源の活用
・都市と山村の交流による山村への定住の促進

地域資源の有効活用


